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ご
門
信
徒

御
中

真
宗
大
谷
派

四
恩
山

光
照
寺

刻々と状況は変化し続けて
います。
変化への適応は、困難を要し
ますが、変わらずにいる為には
変わらないといけないことも
あるかもしれません。
人間として育てて頂くご縁と
うけとりたいものです。

切手（住職の似顔絵）は坂上紗理衣さん（右の絵）１１才と
千紘くん８才（左の絵）の作品です。
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”
人
間
み
ん
な

裁
判
官

他
人
は
有
罪

自
分
は
無
罪

“

そ
こ
か
ら
「
苦
」
が
生
じ
て
い
る
の
だ
と
。
こ

の
大
き
な
問
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
難
し
い

の
は
、
「
人
間
の
知
恵
」
を
疑
う
「
智
慧
」
（

仏
教
の
教
え
）
を
持
た
な
い
か
ら
で
は
・
・
・

イ
ン
ド
、
中
国
の
言
葉
で
、
人
間
の
考
え
や

知
識
を
疑
う
「
智
慧
」
を
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
。
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現
代
人
に
、
少
し
知
識
を
ふ
や
し
て

も
、
人
間
と
し
て
は
、
余
り
変
わ
ら

な
い
の
で
は
・
・
・

兵
庫
県
知
事
選
、
国
民
民
主
党
の

玉
木
代
表
の
件
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
選
、
裏
バ
イ
ト
・
闇
バ
イ
ト
・
・

 

様
々
な
情
報
や
知
識
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
瞬
時
に
拡
散
さ
れ
る
現
代
。
個

人
や
、
社
会
は
、
ど
こ
へ
向
か
お
う

と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

仏
教
は
、
人
間
が
苦
悩
す
る
も
と

は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
問
い
続
け

て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
「
執
」
を

あ
げ
て
い
る
。
①
所
有
し
て
い
る
物

に
執
着
し
、
②
自
分
の
身
体
に
執
着

し
、 

③
自
分
の
考
え
方
に
執
着
し
続

け
る
、
と
。



新

年

の

ご

挨

拶
住

職

濱

嵜

重

信

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

今

年

も

宜

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

昨

年

を

振

り

返

る

と

、

S

N

S

の

影

響

が

、

良

く

も

悪

く

も

大

き

く

な

っ

て

い

る

と

感

じ

る

一

年

で

し

た

。

そ

こ

か

ら

、
人

間

の

考

え

方

が

大

き

く

変

わ

っ

て

い

く

様

子

が

、

見

え

隠

れ

し

ま

す

。

言

葉

や

人

を

以

前

よ

り

疑

う

よ

う

に

な

っ

た

一

方

、

刺

激

的

な

情

報

を

何

度

も

目

に

す

る

と

、

疑

い

も

せ

ず

に

信

じ

て

し

ま

う

傾

向

も

見

ら

れ

そ

う

で

す

。

人

間

は

、

つ

な

が

り

を

も

っ

て

生

き

る

存

在

で

す

。

現

在

は

、

傷

つ

け

、

見

捨

て

、

だ

ま

し

、

奪

う

関

係

が

、

以

前

よ

り

も

目

に

つ

き

ま

す

。

人

間

と

は

、

生

き

る

と

は

・

・

・

？

あ

あ

あ

あ

光

照

寺

が

、
仏

事

・

様

々

な

行

事

を

通

し

て

、

自

分

の

あ

り

方

を

確

認

し

、

受

け

止

め

、

包

み

込

ん

で

い

け

る

場

に

な

る

よ

う

、

精

進

し

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

。
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お盆合同法要報告
～世代を超えて、ご先祖の仏様から、私につながるいのちを感じませんか～

日時：令和 6 年 8 月13 日（火）１0時半 

14 日（水）１0時半

15日 （木）１0時半
場所：光照寺 

  講師：住職自勤

スケジュール お勤め 正信偈 ご法話 お焼香

納骨堂でのお焼香本堂でのお焼香本堂でのお勤め

ご
法
話
の
一
部
を
掲
載            

         

記 

住
職 

濱
嵜 

重
信                                

タ
イ
ム
誌
掲
載
の
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
１
０
０
人
に
大
谷

翔
平
選
手
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
谷
選
手
は
、
多
く
の
良
き

先
生
（
師
）
に
出
会
わ
れ
て
い
ま
す
。

科
学
と
宗
教
の
違
い

昨
今
、
宗
教
が
分
り
に
く
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
科
学
と
宗
教
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
科

学
は
、
外
物
が
対
象
。
外
物
を
見
る
目
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
知
識
が

増
え
ま
す
。
科
学
が
、
外
の
物
を
見
る
の
に
対
し
、
宗
教
は
、
自
分

の
内
面
が
対
象
。
心
を
観
る
眼
。
自
分
の
内
側
を
尋
ね
る
事
が
宗
教

で
す
。
そ
の
両
方
と
も
が
大
切
で
す
。
心
（
自
分
の
内
面
）
を
知
る

こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
気
が
し
ま
す
。
従
っ
て
そ
こ
で
大
切
な
の

が
先
生(

師)

で
す
。
浄
土
真
宗
の
救
い
と
は
、
自
分
を
照
ら
し
出
し

て
も
ら
っ
て
の
救
い
で
す
。
ま
さ
に
師
の
大
切
さ
で
す
。
〈
善
導
〉

様
い
わ
く
、
〈
経
は
教
、
教
は
鏡
。
〉
お
経
と
は
教
え
が
説
か
れ
た

大
切
な
書
物
で
す
。
教
え
と
は
、
た
と
え
て
言
う
な
ら
ば
、
自
分
の

姿
を
映
す
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
あ
あ
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光照寺zoom公開講座
医療現場で 生きることを学ぶ
－苦悩の心をたずねて－

9月14日(土） １3：30～１6：00 場所 光照寺本堂

御講師 岸上 仁師（脳神経内科専門医 受念寺副住職 ）

苦
悩
す
る
こ
と
を

苦
悩
で
き
な
い

認
知
症
患
者
さ
ん
の
さ
み
し
い
、
む
な
し
い
と
い
う
言
葉
の
中
か

ら
は
、
そ
の
奥
に
あ
る
問
題
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
認
知
症
の
せ
い
に
し
て
し
ま
う

よ
う
で
す
。
す
る
と
病
気
を
治
さ
な
い
と
い
け
な
い
、
無
く
す
べ

き
も
の
だ
と
考
え
、
声
を
聞
か
な
く
な
り
ま
す
。
さ
み
し
い
と
い

う
言
葉
の
奥
に
、
ど
ん
な
人
間
の
大
事
な
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
又
、
ご
本
人
も
か
っ
こ
悪
い
、
見
せ
た
く
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
真
っ
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
苦
悩
を
苦
悩
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
問

題
か
ら
出
発
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
よ
う
で
す
。

寂
し
い
、
苦

し
い
、
虚
し
い
と
い
う
の
が
、
自
分
は
病
気
だ
か
ら
、
だ
ら
し
な

い
か
ら
、
と
い
う
こ
と
が
、
原
因
だ
と
し
た
ら
個
人
的
な
問
題
に

な
り
、
一
人
で
抱
え
て
い
く
し
か
な
く
、
人
と
交
わ
っ
て
い
か
な

い
の
で
す
。

仏
教
は
、
寂
し
い
・
苦
し
い
、
虚
し
い
等
感
じ
る
の
は
、
「
死

」
は
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
必
然
故
の
、
人
間
と
し
て
誰
も
が

直
面
す
る
問
題
と
捉
え
ま
す
。

仏
教
の
智
慧
と
は
、
同
じ
苦
し
み
を
苦
し
み
抜
い
た
人
の
智
慧
を

知
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
よ
り
も
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

寂
し
い
こ
と
虚
し
い
こ
と
を
、
厳
粛
に
、
な
お
か
つ
敬
い
を
持
っ

て
確
か
め
る
の
が
仏
教
で
す
。

記

住
職

濱
嵜
重
信
（
岸
上
仁
師
の
講
話
を
聞
き
書
き
）
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手ぶらで寺ぶらお寺を散歩

受念寺

大阪市住吉区万代5丁目17−25

今
回
は
、
光
照
寺
公
開
講
座
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。
岸
上

仁
先
生
の
お
寺
、
受
念
寺
さ
ん
で
す
。

こ
の
お
寺
は
、
大
阪
に
あ
る
お
寺
で
、
室
町
時
代
か
ら
現

在
ま
で
５
０
０
数
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
の
中
で
場

所
を
数
度
移
転
し
（
当
初
は
、
大
阪
府
吹
田
市
～
現
在
は
、

大
阪
市
住
吉
区
）
、
そ
の
都
度
、
篤
信
な
方
や
門
信
徒
さ
ん

の
寄
付
や
寄
進
に
よ
り
現
在
に
至
る
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
お
寺
と
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
受
念
館
が
一
体
に
な

っ
た
寺
院
で
す
。
先
生
は
お
寺
の
お
参
り
と
病
院
の
診
療
の

他
、
大
学
で
の
非
常
勤
講
師
、
仏
教
の
視
点
か
ら
医
療
現
場

の
問
題
に
せ
ま
る
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
、
私
設
図
書
館
の
運
営

、
京
都
に
あ
る
仏
教
の
学
び
舎
の
お
手
伝
い
な
ど
幅
広
く
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
設
図
書
館
は
、
先
生
が
発
願
し
、
受
念
寺
住
職
・
岸
上

正
さ
ん
の
支
援
の
も
と
、
先
代
の
住
職
で
あ
り
、
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
受
念
館
の
創
設
者
で
あ
る
岸
上
正
暢
さ
ん
が
住
ん
で

お
ら
れ
た
旧
家
を
改
装
し
作
ら
れ
ま
し
た
。

開
館
し
た
理
由
は
、
今
、
世
の
中
に
は
知
識
は
溢
れ
て
い

ま
す
が
、
自
己
を
深
く
見
つ
め
る
（
智
慧
）
の
学
び
が
乏
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
仏
教
の
学
び
か
ら
教
え
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
智
慧
に
触
れ
ら
れ

る
図
書
館
を
開
き
た
い
と
い
う
思
い
に
い
た
り
開
館
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

記

住
職

濱
嵜 

重
信

私設図書館 念々堂
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お
寺
の
入
り
口
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光照寺文化祭

日時：令和６年１０月２７日（日）１０時～１３時

場所：光照寺

天気予報では、雨の予報と聞いておりましたが、雨も降らず、御門信徒さんや近

隣の方々などが、足を運んでくださり無事に終わることが出来ました。

新鮮な野菜やフリーマーケット、茶道や喫茶コーナー、手作りお菓子やパンなど

の販売を行いました。

お手伝い頂いた方々が、忙しい中でもイキイキと働いているのが印象的でした。

- 7 -

お菓子類 買い物の様子

フリーマーケット お抹茶



こどもフェスもちつき大会

日時：令和６年１１月３０日（土）１０時３０分～１２時

場所：光照寺

寒空の中、11月30日土曜日、もちつき大会を行いました。

朝、早くからスタッフの方々が、準備をして下さりました。

子供達や大人達の掛け声が、たくさん聞こえて、外の寒さにも負けないくら

いの熱気が、感じられました。

餅つきを以前したことがある方、初めての方、子供から大人まで、たくさん

の笑顔が見られました。
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これって仏教語

有
頂
天
（
う
ち
ょ
う
て
ん
）

志
望
校
に
合
格
し
た
、
仕
事
で
功
績
を
上
げ
た
、
は
た
ま
た
宝
く
じ
に
当
選
し
た
と
人

生
に
お
い
て
最
高
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
を
有
頂
天
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
有
頂
天
は
仏
教
の
世
界
で
は
最
高
の
迷
い
を
表
す
言
葉
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
万
人
共
生
（
い
の
ち
の
つ
な
が
り
）
か
ら
離
れ
て
自
分
ひ
と
り
だ
け

高
き
に
昇
る
こ
と
を
善
し
と
す
る
生
き
方
だ
か
ら
で
す
。
大
き
な
喜
び
に
心
が
浮
き
立
つ

あ
ま
り
つ
い
つ
い
様
々
な
周
り
の
現
実
問
題
を
置
き
去
り
に
し
、
見
な
い
聞
か
な
い
言
わ

な
い
と
傍
観
者(

ぼ
う
か
ん
し
ゃ)

を
決
め
込
み
が
ち
な
生
き
方
が
問
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

楽
し
い
こ
と
嬉
し
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
れ
ば
笑
顔
も
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

し
か
し
有
頂
天
に
な
っ
て
い
る
時
こ
そ
、
ひ
と
つ
た
ち
止
ま
り
周
囲
を
ぐ
る
り
と
見
渡

す
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。
現
実
に
目
を
向
け
て
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
は

な
に
か
思
考
し
行
動
す
れ
ば
周
囲
の
人
と
共
に
つ
な
が
り
、
心
の
豊
か
さ
や
真
の
充
足
感

を
導
い
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

幸
多
き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

（
記
・
き
よ
た
き
）
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ご門信徒さん広場
今回のテーマ

令和6年を漢字１字で
あらわして見ると

暑
猛暑続きでとにかく今年は、
暑かった。 (女性）

翔

今年は大谷一色だった。(男性）

欺（あざむく）
詐欺 闇バイト だまそうと
電話がかかることがある。
信用できなくなった。
このアンケートも、だまし？
すでにだまされている？？

(男性）

絆
親子の絆。迷惑をかけずには生きて
いけない。つながりや関係があるか
ら迷惑をかけられる。

(男性）

志
常日頃から相手を敬う気持ちを忘れ
ないように心がけている。
今まで相手を傷つけて生きてきたか
ら。 (男性）

壁
所得の壁ということに気をもんでい
たが、気づいたら壁だらけ八方塞が
り、生きづらいな、でも何とかしな
いと！！ (女性）

痛
背中、腰の痛み、歳にはかなわない。経済的に
も痛みを感じる。 (女性）

御門信徒様へ

誌面上の都合で、今回掲載出来なかった感想も沢山ございます。この場をお借りし
、ご協力いただきました皆様に、お礼申し上げます。ご門信徒さん広場を掲載する
際は、何卒ご協力の程宜しくお願いします。

光照寺広報委員会
（調査期間11/10～12/10お参り時）
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＊ためして仏教！！の内容については、お寺にお尋ねになるか、ホームページにて
ご確認ください。

＊予定が変更になった場合や、新たに仏事・行事が増えた場合、減った場合は、ホー
ムページもしくは書面にてご連絡いたします。

法

事

年

回

表

亡

く

な

っ

た

年

一

周

忌

・

・

・

・

令

和

六

年

三

回

忌

・

・

・

・

令

和

五

年

七

回

忌

・

・

・

・

平

成

三

十

一

年

（
令

和

元

年

）

十

三

回

忌

・

・

・

平

成

二

十

五

年

十

七

回

忌

・

・

・

平

成

二

十

一

年

二

十

五

回

忌

・

・

平

成

十

三

年

三

十

三

回

忌

・

・

平

成

五

年

五

十

回

忌

・

・

・

昭

和

五

十

一

年

2025年 光照寺 上半期スケジュール表 

5日(日)

１３時半～1５時

『ためして仏教！！』

2日(日)

１3時半～15時

『ためして仏教！！』

16日(日)

１３時半～1５時

『ためして仏教！！』

30日(日）

こどもの行事春季法要
親鸞聖人お誕生会
ご門信徒総永代経

19日(土)１３時半

20日(日)
１０時半１３時半

4日(日)

１３時半～1５時

『ためして仏教！！』

8日(日)

１３時半～1５時

『ためして仏教！！』
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伝言板
新ご門信徒様の紹介
用山様・抜井様・米澤様がお仲間に入りました。

ご報告
皆様からお預かりしていました、令和6年能登半島地
震災害義援金27,000円を真宗大谷派九州教務所に振り
込みました。教務所から被災地に送られるそうです。
ご協力ありがとうございました。

ご寄付
山田様・佐藤様・長崎様・抜井様・小田様・有田様・
迫田様、その他数名のご寄付がありました。
有難うございました。

お願い
令和6年度分のご門信徒年会費のご入金は、令和7年3月
３１日までにお願いします。
尚、住所並びに連絡先を変更された方は、恐れ入ります
が光照寺までご連絡お願いします。

編集後記
昨年7月号で寺報の印刷の方法や形式を変えたばかりでした

が、未だ試行錯誤の状態です。
皆様のご意見ご感想をお寄せ頂ければ幸いです。
そして、一緒に寺報作りをして頂ける方募集中です。宜しく
お願いします。

子供の行事で、餅つきを開催しました。初めての催しで外
国の方も参加してくださいました。大人の人たちは、昔を懐
かしみ、子供たちは、杵の重さにビックリ、みんなで楽しい
時間を過ごしました。次の日は腕などが痛かったのでは？
令和7年3月後半にこどもの行事として、初めて花祭りをす

る予定です。皆さんのご参加をお待ちしております。
前坊守
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